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湯沢市公共施設アドバイザー、

総務部長、企画課長、企画政策班長、担当、協働事業推進課長
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公共施設の再編に関する意見交換会
概 要 報 告

日 時 令和元年６月８日（土）14時00分～15時35分

場 所 稲川生涯学習センター　視聴覚研修室

概　　　　　　要

説 明 （企画課）
①　公共施設を取り巻く課題
②　湯沢市公共施設再編計画中間案の概要

開 会

あ い さ つ 総務部長
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質疑応答、
意見交換

情 報 提 供 他自治体の取り組みと湯沢市の取り組み　（湯沢市公共施設アドバイザー　川嶋幸夫氏）

概　　　　　　要

○三梨町自治区では、活動の拠点施設が無いが、今後どのようにするのか地域で話し
合っていないため、会でいろいろ話を聞きながら、どのような方法が一番良いのか、急いで
模索したい。
　　⇒（アドバイザー）地域のことは出来るだけ地域の皆さんが協力してやっていくということ
もこれからの行政経営のひとつの考え方である。地域の活動拠点で様々な活動を展開し、
行政はそれをサポートしていく仕組みづくりが必要。どのような形態が一番良いのか、地域
の皆さんと一緒に検討していきたい。
　　⇒（市）稲川地域においては、稲庭地区以外は、自治区の活動拠点として定まった場所
はないが、総合支所に職員を配置し活動支援を行なっている。市としては、活動拠点、財
政支援、支援職員をセットで支援していくので、今後相談させていただきたい。
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○人口減少が続いているが、全国的には、魅力ある学校があるまちでは人口が増えてい
る例がある。稲川地域では小学校の統廃合が予定されていることから、小学校、中学校、
高等学校、幼稚園、児童クラブ、運動場など全てをまとめて複合施設にすることはできない
か。学校の周りには、田や畑があり、子どもたちに農作業もやらせて、子どもたちとお年寄
りが将棋や囲碁などで交流できる場を作ることもいいと思う。インバウンドの外国人のため
の宿泊施設を一定数確保するとか、魅力ある施設を作ることで、全国から人を集めることを
検討してほしい。
　　⇒（市）市では、まち・ひと・しごと総合戦略を策定し、人口減少対策に取り組んでいる。
学校、教育を起点に他の地域から人が呼び集められるような施策として参考にしたい。
　　⇒（アドバイザー）各地域の振興計画があり、そこから交流人口も含め、どうやって外か
ら人を呼び込むことができるか、その為にどんなことを仕掛けていかなければいけないの
かというビジョン、経営戦略というのが必要だと考える。稲川地域では、学校統廃合により
廃校となる３つの学校を使ってどう地域経営をしていくのか、この稲川地域の現在の課題
と、それから将来に向けてどういう夢を描いて、どれをどう実現していくのかという道筋を描
くような振興計画が必要である。地域ごとの振興計画を作り、それを地域の皆さんと一緒に
なって動かしていくという仕掛け作りをしていかなければ、人口減少の中で、活力のあるま
ちにしていくことは難しいと思う。地域ごとの振興計画づくりが動き出すときには、御協力い
ただきたい。

○一旦廃止が決まると、その後何年か後に再検討し、またそれを変化させた形で復活させ
ることが無い。例えば、施設を集約したとしても、時代は常に変化し、ニーズや人口構成も
変化する。例えば20年後に、再度検証して、このままにするか、別のものを建てるとかと
いった、柔軟性も必要でないか。また、既存の施設でも20年位経過した時点で、先々のこと
も含め、十分な検討をすることが必要だと思う。
　　⇒（アドバイザー）今回策定する再編計画は、10年間のプランである。目先の利く10年く
らいを一つのターゲットにしているが、５年位経った段階で、もう一度見直して、出来たの
か、出来なかったのかを検証して、出来ない場合はプランを変更しなければならない場合も
ある。本当にこのプランが適切なのかどうか、都度、流動的に検証、対応していくことも必
要である。
　　⇒（市）計画策定後、チェックしないままにせず、経過報告も含め、市民の皆さんと議論
をしながら進めていきたい。場合によっては、途中で見直しすることも十分考えられると思
う。

○学校の再編について、秋田県の児童生徒の学力が高いのは、少人数学習を進めてきた
からだと思う。稲川地区の小学校の統合について、まだ検討中とのことだが、統合ありきで
進んでいるように感じている。エアコンの設置について新聞報道があったが、統合を予定す
る学校とそうでない学校の扱いに差があり、違和感があった。また、現在、教室を改修して
特別支援学級を設置している学校があるが、川連小学校に統合した後も同じような対応を
してもらえるのか不安である。
　　⇒（市）現在は、学校再編計画の素案を公表した段階で、今後、学校関係者、地域の皆
さんへ再度説明会や意見聴取の機会を設け、最終的には今年の12月に、今後10年間の
計画として成案化する予定である。教育委員会では、小中連携教育と複式学級解消を基
本方針にして、適正な学校規模としては、１学級あたり25名程度という考えとのことである。
稲川地域においても既に稲庭・三梨小学校で複式学級があるが、令和７年度には、三梨小
学校では、さらに１学級増え、駒形小学校でも１学級できることが分かっている。学校への
エアコンの設置に当たっては、電気設備の検討など、学校施設の広い空間でどのようにす
れば効率よくできるのかといった調査が必要であり、簡単に進まない状況である。事業費も
相当な規模になるため、財源対応も考慮しながら検討しており、学校統合に合わせて行っ
ている訳では無いことを、御理解いただきたい。
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15時35分終了閉 会

○稲川地域の小学校の再編については、10年前から話があったが全く進んでいない。学
校再編に関する市の説明会に集まった人はほとんどいなかった（特に父兄）。確かに、少
人数学級は良いと思うが、複式学級が増えていく中で、大きくなったときに集団生活に耐え
られるのか、また、クラブ活動などにも支障があるので、学校統合は今やらなければならな
い問題だと思う。成案化までの期間も短く、現段階で反対意見があるようでは、非常に難し
い状況でないか。教育委員会は父兄や関係者ともっと話し合いをすべきである。また、この
意見交換会の参集方法について、もっと多くの人に参加してもらえるよう工夫しなければ意
見は出ないのではないか。
　　⇒（アドバイザー）教育委員会には、慎重にやりつつも、一番良い着地点を出来るだけ
早く見極めていくことが求められていると思う。

○放課後児童クラブについて、他の地域では、外部講師を呼んで将棋を教えていたりする
ことを広報で知った。稲川地域には２つの児童クラブがあるが、管理者が違うことで、運営
方法、子どもたちへの対応にも差があると感じている。統合の動きなどあるのか。
　　⇒（市）稲川地域の児童クラブは、市の委託事業として２箇所で実施しているが、委託の
条件として、当然、遵守すべきことなど約束事がある。いなかわっこ大舘教室は、施設の老
朽化が課題となっているが、管理運営手法については、移転後の場所の問題も含めて検
討を進めている。市としては、基本的には小学校区に１クラブがいいのではないかと考えて
いる。
　　⇒（アドバイザー）子どもの社会性の確保や学力向上のために、どのような編成が良い
のかという考え方がある。また、秋田県の学力水準が高いということは、少人数学習を進め
てきた経緯があると思う。文科省では、小規模学校のメリット、デメリット、それから大規模
学校のメリット、デメリットを整理しており、湯沢市で、これまで様々な議論をした結果が、今
の素案であると思う。あくまでも素案であるので、これから色々な議論の中で、少人数学習
はどうなるのか、子どもの学力が落ちないような工夫など、中身についてもチェックしてもら
う必要がある。子どもにとって一番いい環境はどうあるべきか、学力向上のためにどういっ
た工夫が出来るのか、そのためにある程度の設備投資も必要であることも考え、どういう着
地点が良いのか整理していく必要がある。児童クラブについては、１学校、１クラブが原則
となる。その時に一人当たりの面積が、国の基準を確保出来るよう、校舎内、敷地内、周辺
の公共施設の順で検討し、子ども達の安全を確保していかなければならない。管理運営方
法についても、事業者任せにせず、子どもたちが地域の皆さんと交流できる場や、学習が
出来るような仕組みづくりを、地域の皆さんと一緒になって考えて行くことも必要だと考え
る。
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